
   令和6年 12月三田市議会定例会(第 379回)一般質問発言通告一覧 

(第３日・１２月１２日 個人質問) 

 

１８番 長尾 明憲 ＜一問一答＞ 

１ 三田市民病院の現状と新病院基本計画の公表延期による影響について 

(1) 市民病院の財政状況と改善への方策について 。 

(2) 新病院基本計画の公表延期とその影響について。 

(3) 新病院基本計画に対して市民の是非を問うことについて。 

(4) 再編統合を撤回することについて。 

 

５番 橋本 維文 ＜一問一答＞ 

１ 地域活動の支援拡充について 

(1) ふるさと地域交付金の上限額の見直し等、運用の変更を図れないか。 

(2) 子ども・地域食堂に対する支援について拡充を図れないか。 

(3) 三田市公園管理報奨金制度の対象の拡大（対象公園等の拡大、大規模歩道等の落葉の清掃等）、

交付要綱に定められた面積の区分の増設等、制度の拡充を図れないか。 

２ 市職員の人材確保について 

(1) 専門職の職員数の現状に対しての当局の認識を伺う。 

(2) 採用試験の受験者数・競争率が少ない実態に対する原因分析、対策及び対策結果はどうか。 

(3) 受験者目線で、近隣自治体に対する三田市の優位性はあるか。 

(4) 前歴換算の改善、昇給・昇格運用基準等の改善、年齢別最低賃金保障制度の導入等による一定

年数経年後の中途採用者の賃金格差解消を図れないか。 

３ 会計年度任用職員の処遇について 

(1) 三田市における会計年度任用職員の業務内容、各職場の現状・課題についてどのように認識し

ているか。 

(2) 総務省通知にある「常勤職員に準じた取り扱い」に対する三田市としての考え方、現状、及び

今後の方針は。 

 

１７番 大西 雅子 ＜一問一答＞ 

１ 高齢者等への支援について 

(1) 独居世帯が増加する事に伴う課題とその対策への取組について。 

(2) 特殊詐欺被害に向けた取組について。 

(3) 成年後見制度の推進について。 

２ 公園管理について 

(1) 「住民参加による公園管理報奨金制度」の課題と高木化した樹木や駐車場整備の課題について。 

(2) 「公園マネジメント計画」の必要性について。 

(3) クラウドファンディングを活用した事業展開について。 

３ 災害対策について 

(1) 冠水対策について。 



 (ｱ) 雨水ますの堆積物への課題について。 

 (ｲ) アンダーパスへの進入禁止の取組について。 

(ｳ) 「三田駅前地下駐輪場における洪水時の避難確保・浸水防止計画」への実行性について。 

(2) 避難所運営における課題と取組について。 

 

４番 坪之内 幸司 ＜一問一答＞ 

１ 持続可能な農業の取組について 

(1) 有害鳥獣被害対策への支援について伺う。 

(2) 担い手の確保・育成について伺う。 

２ 不登校児童・生徒支援に関する三田市の取組について 

(1) 家庭への直接支援について伺う。 

(2) 校内サポートルームの設置状況について伺う。 

３ 子育て支援の充実に向けた多世代交流館「子育て交流ひろば」等の取組について 

(1) 訪問型子育て交流ひろばについて伺う。 

(2) オンライン相談窓口について伺う。 

４ 三田市野外活動センターの再生に向けた取組について 

(1) サービスの質向上について伺う。 

(2) 地元との良好な関係の構築について伺う。 

 

３番 假屋 浩司 ＜一問一答＞ 

１ 小・中学校の教育環境について 

(1) 現在の施設安全対策について伺う。 

(2) 中学校部活動地域移行について伺う。 

(3) スクールサポートスタッフについて伺う。 

２ スポーツ施設を併設している公園管理について 

(1) 現在のスポーツ施設の整備について伺う。 

(2) 夏季暑熱対策について伺う。 

(3) 設備ランニングコストの試算を伺う。 

３ 伝統文化を活かしたまちづくりについて 

(1) 歴史的行事、伝統文化による移住定住政策について伺う。 

 

１番 長谷川 良果 ＜一問一答＞ 

１ 三田市における親・保護者のサポート支援について 

(1) SNS を活かした子育て情報発信について。 

(2) 夏休み給食の実施について。 

(3) 子どもの健やかな成長を促すための公園の整備について。 

２ 郷の音ホールの活性化について 

(1) 現状認識と課題の把握について。 

(2) 利用者向上のための具体策について。 

(3) 観光資源としてのホール活用について。 

３ 三田市におけるふるさと納税寄附額減少と改善策について 



(1) 現状把握と要因分析を踏まえた返礼品選定の考え方と課題について 。 

(2) 民間企業に対して新規ビジネスとしての返礼品創出の働きかけとサポートについて。 

(3) 市民を巻き込んだ広報活動について。 

 


